
年度　授業計画（シラバス）

30 (2) 時間(単位)

前期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

授業の方法

第
２
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

第
３
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

第
４
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

第
５
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

2025

基礎分野 授業の方法 講義

授業時数(単位数)必修

まとめプリントの復習、宿題、レポート作成

小テスト・レポート２割、出席点２割、本試験６割

科  目  名

医療総合学科（医療事務・ドクターズクラークコース）

心理学

科　目　区　分

参考図書　図解雑学「心理学」「臨床心理学」など

様々な心身の問題や家庭環境・愛着について理解したうえで、カウンセリング技法を使ったやりとりについても学び、精神保健や心の問題につ
いて、授業の中で発展して個々が考えていくことができるようになる。　また、自己分析の機会ともとらえ、心理学的側面から考えることができる
ようになる。授業の中で個々の考えを伝えるだけでなく周囲の考えも知るために、質疑応答やまとめの時間をつくり、共有できるようになる。

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

第2合同校舎8011年 教室名

実務経験と
その関連資格

【実務経験】
現在、大阪府エリア統括チーフ・スクールカウンセラー、いじめ問題対策連絡協議会委員。　児童相談所にて１０年
以上勤務。各種心理検査・カウンセリングなど延べ8,000件以上。
【関連資格】
臨床心理士、公認心理師、保育士、教員専修免許

木下　亜子

ひとつずつ、じっくり、楽しく学んでいきましょう。

担 当 教 員

オリエンテーション

物の見方について理解できる

図と地、認知とは

記憶について理解できる

記憶

第
１
回

内　　　容

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

授業以外での準備学習の具体的な内容使用教材

特になし 特になし

心理学を勉強する必要性について理解できる

配布プリント まとめプリント

配布プリント まとめプリント

配布プリント まとめプリント

欲求・葛藤について理解し、具体例を挙げて説明できる

欲求、葛藤

防衛機制について理解し、自分自身の体験から説明できる

防衛機制

配布プリント まとめプリント



授業の方法

第
１
５
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

内　　　容

第
１
１
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

第
１
２
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

第
１
３
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

レポートを作成し、自分の意見をまとめることができる

レポート作成

自分の性格について調べ、振り返りができる
第
７
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

第
８
回

授業を 通じての 到達目標

防衛機制について理解し、自分自身の体験から説明できる

防衛機制２

第
１
４
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

各コマに おける 授業予定

第
９
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

第
１
０
回

授業を 通じての 到達目標

配布資料 まとめプリント

さまざまな精神疾患について理解を深めることができる

各コマに おける 授業予定

まとめプリント

発達障害について理解し、説明できる

発達障害

第
６
回

授業を 通じての 到達目標

各コマに おける 授業予定

配布資料 まとめプリント

配布プリント

配布資料

振り返り、自分の解らなかった部分や忘れかけていた部分を復習
する

総復習

精神疾患

カウンセリングの基本的な姿勢について理解できる

カウンセリング技法

カウンセリングの基本的な姿勢について理解できる

カウンセリング技法②　実習

発達検査 まとめプリント

どのような知能検査があるのかを理解できる

知能検査

どのような発達検査があるのかを理解できる

発達検査

配布プリント、心理
検査

まとめプリント

配布資料

配布資料 まとめプリント

配布資料 まとめプリント

使用教材

性格検査

まとめプリント

授業以外での準備学習の具体的な内容

知能検査 まとめプリント

まとめプリント


